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1 まえがき
地上デジタル放送への完全移行に伴い，屋内を含む

様々な環境下で受信アンテナを設置することが想定され
る．受信環境に適するアンテナを設計するために，これ
までシミュレーションによる屋内電波環境の解析が行わ
れてきた [1]．本報告では屋内における放送波の電波環
境を測定し，ダイバーシチ [2]による受信電力の改善効
果を検討したので報告する．

2 測定諸元
仙台では地上デジタル放送が 6 チャンネルあり，高い

周波数帯の 560MHz の受信電力を測定した．図 1に送
信アンテナと測定場所の位置関係を示す．測定場所とし
て本学電気系 1号館の建物の部屋を用いた．見通しのあ
る LOS(Line of Sight)環境と見通しのない NLOS(Non
Line of Sight)環境の 2つの部屋で測定を行った．図 2
に LOS環境の測定系を示す．測定エリアは 8箇所あり，
1エリア 1m × 1 m，5 cm間隔でポジショナーを走査し
た．受信アンテナにダイポールアンテナを用い，x成分
と y成分の受信電力を測定した．NLOS環境の部屋も同
様の間取りである．得られた受信電力から 2ブランチ選
択ダイバーシチ受信を想定して空間相関 ρを求めた．

3 測定結果と考察
8つのエリアの測定結果のうち窓に近い LOS環境と

NLOS環境の受信電力の比較を行うため，ここではArea7
における結果を示す．図 3に空間相関最小のアンテナの
配置を示す. 各環境ともに同じ配置であったが LOS環
境のほうが空間相関は小さかった．図 4に x成分，y成
分の受信電力と空間相関最小の選択ダイバーシチによる
受信電力の累積分布関数 (CDF)の比較を示す．LOS環
境とNLOS環境では各成分ともに 10 dB程度の差があっ
た．また，空間相関が小さいLOS環境のほうがダイバー
シチ効果が大きかった．Area7では異なる偏波のアンテ
ナを 1λ程度離して配置することが有効であった．

4 まとめ
屋内における地上デジタル放送波の受信電力を測定し，

得られた受信電力から空間相関最小のアンテナ配置を求
めた．各成分の受信電力と空間相関最小のアンテナ配置
の選択ダイバーシチによる受信電力を比較した．各環境
ともに受信電力の改善効果が示された．
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図 1 送信アンテナと測定場所の位置関係．
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図 2 LOS環境の測定系．
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図 3 空間相関最小のアンテナの配置 (Area7)．
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図 4 受信電力の比較 (Area7)．


